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新年を迎えて

令和という元号に改まった中でスタートした今期。“和”（日本的）と改たむるを良しとする“令”の言葉に思いを新たに感
銘を受けた人も多くあったことと思います。いつの時代にあっても「不易流行」の思いは変わらずにあったことでしょう
が、我が身に置き替えたとき、また理事という立場を預かる身としては深く重いものでした。変えるというとき、既存の
悪しきところを変えるということだけではなく良き所は手を加えながらも踏襲し、不足のものを慎重に付け加えていく。
今期課題としたものの多くは、その成果を徐々に生み出し始めています。まだ手を付けられていないものは早急に始動
させ、その実りを確かなものにしたい。決して功を焦るわけではありませんがゴール（効果と期日）を定めている以上、
次期の皆様への意義あるバトンタッチのために成果とその評価を纏めることが大切だと思います。
多くの場でなされる「語らいの場」がその効果を高めることは今期様 な々機会で語り合った何人ものワイズから頂いた
感想でもあり私にとっては大きな励ましでもあります。
「奉仕に関わる」という基本理念に忠実に、心豊かな交流を楽しみ、志を同じくする多くのワイズメンと爽やかな「風」を
感じたいものです。本年もどうぞよろしくお願い致します。

下記選挙が、令和２年１月末を期限として行われています。
各クラブ会長が投票権者です。大切な選挙ですので、必ず投票をお願いします。

･ 2020-2021 年度 次期国際会長　次期国際会計　　
･ 2020-2022 年度 アジア太平洋地域選出議員（2021-2022 年度地域会長候補を兼ねる）

国際議員の投票を必ず行いましょう

台風 15 号、19 号の被害の大きさは甚大なもので、まだまだ復興には支援を必要とされています。
各方面から多くの支援の手が差し伸べられている現在、私たち西日本区のワイズメンも出来る限り、
的確かつ効果的な支援を行ないたいと考えています。

講演会と大会式典 だけの身軽な参加も出来ます。（この場合参加費　￥４０００）
今まであまり西日本区大会に参加されていない方々も又、懇親・交流を楽しみにして頂いている方々も
是非多数ご参加頂きたいと色々工夫のプログラムを考えています。

被災地支援募金のお願い

公開講演会　「日本人のこころと文化」 山折 哲雄氏（思想学者）

≪ 今一度“不易流行” ≫

 西日本区大会の御案内

機会ある毎の募金への皆様の協力を宜しくお願いします。

 要チェッ
ク近日中に募集が開始されます !
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於：奥琵琶湖マキノパークグランドホテルびわこ部ワイズ地域フォーラム11月30日

報 告
INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS

高島クラブのチャーターを視野に入れ、琵琶湖の湖西地域に
あって地域奉仕や環境問題に関心のある方々や、実際に活動
しておられる人々等に呼びかけ、ワイズメンと共に「奉仕」を
テーマにした地域フォーラムが開催されました。

会場に来ていただいている方々にも意見を頂きまし
た。多くの方（50 ～ 70 代の男女問わず）が奉仕活動
に関心を持ち、その「出来る機会を探している。」との
発言に日々奉仕に心を寄せているワイズメンズ活動の
確かさを改めて感じた一刻でもありました。ワイズ活動への参加のお誘いと志を同じくする
人 と々の交流を約して終了しました。

【第１部】地域で活躍されている方々の活動内容報告
　〇 「市民活動を支える・つなぐ」　たかしま市民交流センター　坂下 靖子氏
　〇 「こどもの笑顔があふれる街に・豊かな心育む街に」　NPO法人絵本による街づくりの会　平松 成美氏
   〇 「子育ち・子育てサポート」　NPO法人子育ち・子育てサポートきらきらクラブ　和治 佐代子氏
　〇 「ワイズメンズクラブ・６クラブ活動内容」　滋賀蒲生野クラブ　　井之上 温代氏
【第２部】パネルディスカッション　～地域奉仕の取り組みから情報交換の場を共有～
　〇 ファシリテーター ： 彦根シャトークラブ　戸所岩雄
　〇パネラー ： 坂下 靖子氏　平松 成美氏
　　　　　　  和治 佐代子氏　井之上 温代氏　

於：ホテルグランヴィア和歌山

70 年の歴史に裏付けられた地方都市におけるワイズ・ＹＭＣＡの役割を真摯に地道に実行さ
れてきた自信と誇りを感じさせて頂いた祝会でした。
その中でも時代に翻弄されながらも社会奉仕・Yサ・メネット会
の継続的活動など　ワイズ活動の歩みを続けられ「100 周年を
目指して！We Support Youth」を掲げ、70 年を振り返りつつも
明日へ歩を進める強い思いを感じました。
ＩＢＣ・ＤＢＣの和やかな交流とマリンバ演奏や様々なアピール
タイムなど楽しい時間と多くの語らいの時を過ごさせていただ
きました。

12 月1日 和歌山クラブ創立 70 周年記念祝会

於：京都 YMCA

ワイズ活動は当該期の主体性を優先すべきことであるが、その中にも「トロイカ方式」とも
いえる、前後を含めた３期の連携と必要なものの継続を確認し協議を行いました。
今期掲げたテーマの進捗事項の確認と１月以降の次期を視野に入れた展望を語り合いました。

12 月7 日 今期・次期理事及びキャビネットミーティング
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（P.1参照）

於：大阪土佐堀 YMCA阪和部理事懇談会

台風の影響で延期され部長の御尽力で開催されたこ
の会は、平均的にみて経験豊かなメンバーが多数と
ＹＭＣＡからも2名の参加を頂き開催され、忌憚のな
い意見の交換の場となり部内各クラブの現状報告と
課題を語り合いました。又、懸案であるYMCA とワ
イズのパートナーシップの良きあり方についても突っ
込んだ議論がなされました。
「当初予想していたよりフランクな会で、このような会
なら今後も幾度でもやれそうだし、やる必要があ
る。」との意見をいただき、懇談会を開催させていた
だいたことに感謝を申しあげると共に今後開催され
る折には、是非参加させて頂くことを約束しました。

於：西日本区事務所理事・次期理事・LD 委員長　懇談会12月21日

役員研修会、会長主査研修会の在り方について協議を行いました
・負担（時間と経費）の軽減化を企る工夫の是非
・参加者の当事者意識の高揚を図るプログラムの内容、組み立て
　（ex. 会議形式、討論会形式等）
・早天礼拝の表記の方法

常任役員会

フィリピンにおける新クラブチャーター（2020.2.22）の件
・区跨りの支援の意義を定款にも表記する
・祝意を表すると共に祝い品を送る

LD 委員会

　・理事、次期理事、LD 委員長の協議を受けて今後の研修会の持ち方の協議
　・次期会長主査研修会の具体的内容の検討

報 告
INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS

12月7 日

於：びわ湖ホール西日本区大会実行委員会

西日本区大会のメイン会場となる「びわ湖ホール」の
会場下見が委員１１名参加のもと行われました。
具体的行動プログラムの確認とホール担当者との打
ち合わせを行い、その後場所を変えての委員会では
より具体的内容、募集手順の確認等を行いました。

12月23日
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国際・交流事業主任 前田香代子（熊本ジェーンズ） 

7 月アジア太平洋地域大会での以下の締結、おめでとうございます！ 

①台中エバーナイス C/京都トップス C 

②台北ダウンタウン C/十勝クラブ/京都ウエスト C 

③マニラダウンタウン C/熱海 C/東京グリーン C/京都パレス C 

各クラブで IBC・DBC 交流を楽しんでおられることと思います。交流はワイズの醍醐味、違う文化に 

触れることや、多種多様な考えを知る事で、人は豊かに成長するのではないかと思います。 

▲御殿場 C・名古屋東海 C・奈良 C 総勢 35 名    ▲DBC（和歌山紀の川 C）メンバーを卓話講師 

 でトライアングル DBC 交流            に迎えての交流 ＠名古屋クラブ 

 

 

 

 
 
 

西日本区チャプレン 立野泰博（熊本ジェーンズ） 

聖書の小窓「一度わきに」 
 あけましておめでとうございます。今年もワイズ活動が神様の導きの中でおこなわれます

ように。 

 島根県・六日市からの帰り道、久しぶりに野ウサギに出会いました。薄茶色のわりと小さな

野ウサギでした。山の蔭から出てきたと思うと、車の前を一緒に走っています。右か左に寄っ

てくれればいいのですが、車のライトに照らされた道をひたすら真っ直ぐに走っているので

す。追い抜きにかかるとその方に寄ってくるし、スピードを落とせば走るのがゆっくりとなる。

どうすればいいかなと思っていましたら、やっと左の薮へ消えて行きました。もうそろそろ限

界にきて疲れているなとわかる走りでした。ただひたすら真っ直ぐに走ることだけがいいの

1 月は ＩＢＣ・ＤＢＣ 強調月間 
国内外を問わず、より多くの交流の場を求め、機会を捉え自ら積極的に行動しましょう。 

Eとはエクステンションです。新クラブの設立の強化月間になります。今期はびわこ部にて湖

西にて来春に新クラブ設立予定です。エクステンションをするには、それぞれのクラブで「中

堅メンバー」を育成する必要があります。EMCシンポジウムでお伝えした、「メンバーの段階

的成長」を考え、エクステンションが出来るように、それぞれのクラブが「力」をつけましょ

う。また、YES献金のご協力も重ねてお願い致します。YES献金とは、新クラブ設立に必要な

資金です。 

 

近日中に、「西日本区発展アクションプラン」を事業通信特別号で掲載いたします。部やク

ラブにおいて、様々な特性があり状況が異なります。メンバー数の多い京都部、九州部、六甲

部の発展要因を解説し、それぞれのクラブの状況に応じた、「発展アクションプラン」を提案

させて頂きます。解説動画も準備させて頂きますので、各クラブの研修会等でごご活用頂き、

必要であれば説明にお伺いさせて頂きます。２０２２年に２０２２人を目指して「本気」で取

り組んでいきましょう！ 

 

 

 

ワイズデーを利用して、地域の人やマスメディアを巻き込んで社会的認知度を高めま

しょう！ 

 

ワイズデーを利用して、YMCA やワイズメンの活動をより多くの地域の人やマスメディ

アに巻き込んで認知してもらい社会的認知度を上げましょう。 

そのために西日本区のホームページをもっと活用し、広報・情報委員会に情報をもっと

いただけるようにお願いします。前期からは西日本区ホームページの TOP には、YMCA サ

ービス・ユース事業及び地域奉仕・環境事業における「JAPANWEST Action!」が UPされて

います。それを利用して頂き、もっと各クラブ・各部の活動をアピールして頂き、他クラ

ブ・他部がどんな活動を行っているか情報の共有にも努めましょう。 

 

今月の聖句 2020 年 1 月  マタイによる福音書 2章 12節 

別の道を通って自分たちの国へ帰って行った。  
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か。それとも一度わきにでて、また走る道を見定めてみるのがいいのか。いろいろと考えさせ

られました。 

 計画が思い通りに進まないことがあります。それしか見えないときはちょっと深呼吸して別

の道をさがしてみるのもいいです。新しい年はいろいろな角度からワイズ活動を見る年になれ

ばと願います。 
 

  

日本 YMCA 同盟 ワイズメンズクラブ西日本区 

担当主事 光永尚生（三島クラブ）                                                       

1 月・睦月 

漢字の「令」と、「ONE TEAM」で象徴された、2019 年が終わり、いよいよオリンピックとパラリンピッ

クの東京他で開催される年となりました。東京でのオリンピック、パラリンピックは 2 回目の開催ですが、

前回は終了後に主として、東京 YMCA の体育館などに、多くの備品のご寄贈をいただき、YMCA ス

ポーツの実行に際して、大きな賜物がありました。日本初の室内温水プールや、日本で初めての英

会話教室、組織キャンプの実施など、YMCA は、○○初というフレーズが好きな団体でありました。 

今年も、2 月 26 日のピンクシャツデイ、六甲山 YMCA でのキャンプ 100 年の行事などが実施され

ていきます。また、従来のステップⅢ研修、2月の中日本YMCAグローバル教育研修、東日本YMCA

スタッフ研修、西日本地区 YMCA スタッフ研修なども計画されています。 

YMCA では、「伴走プログラム」と銘打って、世代ごとに、各事業がどう寄り添っていけるかなどを研

究し、それを実践していく 1 年となります。茨城 YMCA や埼玉 YMCA などでパイロットとして進めてき

たものが、全国の YMCAで実践され、事業領域が整備されたことと併せて、YMCA運動が展開されて

いきます。 

2020 年は、「ALL JAPAN YMCA」から、「ONE YMCA」への転換の 1 年となる予定です。 

YMCA とワイズメンズクラブのパートナーシップの花が、五輪の花のように咲くことを祈りつつ進めら

れれば幸いです。 

 

 

共に語る会（理事懇談会）の開催 

ワイズメンの活動が活発に行われるために西日本区全体の情報の共有と協働・協力が大切

と考え「共に語る機会」を持ちたいと思いました。 

今期具体的なアクションへと移行して頂く為に、期首に各部部長様の計らいで実現しまし

た。一方通行の会議ではなく部長、主査、クラブ会長の方々と忌憚ない意見を交わす場にな

れば幸いです。【以下、開催実績】 

＜6 月 16 日 京都部＞ 理事通信 7月号にて既報 

＜7 月 15 日 瀬戸山陰部＞ 理事通信 8月号にて既報 

＜7 月 27 日 中西部＞ 理事通信 9月号にて既報 

＜8 月 3日 びわこ部＞ 理事通信 9月号にて既報 

＜8 月 24 日 西中国部＞ 理事通信 9月号にて既報 

＜9 月 11 日 中部① 名古屋ＹＭＣＡ＞ 理事通信 10 月号にて既報 

＜9 月 21 日 九州部＞ 理事通信 10月号にて既報 

理事懇談会情報 

ＹＭＣＡ便り 
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＜9 月 28 日 六甲部＞ 理事通信 11月号にて既報 

＜11 月 2 日 中部② 長土塀青少年交流センター＞ 理事通信 12月号にて既報 

＜12 月 7 日 阪和部 大阪ＹＭＣＡ＞ ３Ｐに掲載 

 

 

 

 

 

多くの多様なご意見があるのが、ワイズの財産。 

誰もが自由に投稿できます。意見交換の場としてご利用

ください。（原則、全文掲載します。） 

 

 

「西日本区大会について」 
                                       金沢クラブ    山内 ミハル 

理事懇談会の時、「西日本区大会をやめてはどうか」という意見があると伺いました。 

確かに時間と経費がかかり、意義はあるのか？との思いに同感の気持ちもあります。 

しかし、一方で、意義はあるとも思います。 

熊本が地震のため大きな被害を受けたとき、当時保育園の園長であった私は、熊本を訪問し

て、幼児教育機関の責任者として、災害時の幼児の安全を守るための学びを深めたいと考えま

した。そこで、西日本区大会などでお名前を存じ上げていた元理事の岩本ワイズに相談したと

ころ、快くお世話願えることになり、日頃園長会等で交わりのあった近隣の保育園長たち 10

人に呼びかけ、熊本訪問ツアーが実現しました。 

熊本空港まで YMCA のバスでお迎えいただき、熊本城などテレビや新聞で報道だけでは知り

えないところも含め、震災地を回り、途中 YMVA 経営の幼稚園を訪ね、園長様から詳しくお話

を伺うこともでき、見聞を広めることができました。岩本元理事は車中、ワイズメンズクラブ

の活動についても説明してくださり、夜は、ワイズメンが経営されている料亭で親しく交わり

を深めることができました。 

 このツアーに参加した園長の一人が帰沢後、金沢クラブの例会に度々参加してくれていま

す。また、富山クラブのチャーターナイトの前夜、岩本ワイズが金沢で前泊されると知った 10

名の園長たちが、「あの時のお返しを…。」と同じく前泊されることになった京都や米子クラブ

のワイズメン、ワイズメネットを交えて、金沢クラブのメンバーと共に、金沢の料亭で加賀の

お酒と料理で交わりの一夜を楽しみました。 

 こんなことができたのは、部会や西日本区大会で各地に友人・知人ができたからです。 

ワイズ活動は、メンバー一人一人の人生を大きく膨らませてくれるのではないでしょうか。 

 

 

「繋がりが肝要ではないでしょうか！」 
                                       大阪サウスクラブ    小池 晃 

大阪サウスクラブの例会日は毎月の第１火曜日です。 

通常、参加人数はメンバーと他クラブからの数名で毎月２０名余りです。けれど、公開例会（年に２

2020 年 1月の掲示板 
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～３回）の時には参加人数はグンと増え、約倍の５０名近くになります。 

  公開例会の講演者は探検家、カメラマン、武術の師範、料理研究家、フランス人（ナポレオンにつ

いて）、美術館の学芸員等の方々をお招きして、講演をしてもらいました。友人、知人、興味をお持ち 

の方々をお招きし、参加者数、通常の２倍、時には３倍の参加者がありました。 

「よかった！感動した！」と言って帰られました。それでお終いが多いです。また来て頂くためには、

繋がりが必要と思われます。方法としましては、葉書に１．たいへん良かった ２．よかった ３．まあま

あ の番号に○を印してもらうとか、気づかれた点などを記して頂き、返送してもらうやり方をするのが、

いいのではと思います。こちらへの返送先を印刷し、アンケート形式で返送して頂くという方法で繋が

りをつけておくと、今後案内するのに役立つと思います。 

クラブ役員会に答申し、検討の上、承諾を得たなら具体的手続きを進めたいと思っています。 

 

 

「YMCA とリーダー、ワイズ。ともに活動する夢の実現へ。」 
                                       大阪泉北クラブ    正野 忠之 

皆さんは「全国 YMCA リーダー研修会」をご存じでしょうか。 

YMCA で活動するユースリーダーが全国から集まり 2 泊 3 日で研修を受ける場で、毎年開催され

ています。リーダーはここでかけがえのない経験をします。2010 年 10 月、阪和部が支援する奈良

YMCA が主管となりその研修会が開催され、私はＹサ・ユース事業主査として関わりました。最終日、

青空のもとで行われた閉講式で、感極まったリーダーたちがめいめいに「YMCA 大好き！！」と叫ん

でいる姿を見たときから、私のワイズ活動は軸が決まりました。リーダーを応援する活動がしたい。「ユ

ースの力は無限大」・・・・私が常に感じることです。「大好き」と叫ぶリーダーたちは、卒業してからも

YMCA の活動に関われているのでしょうか。 

 一方で、ワイズメンズクラブにとってユースリーダーは魅力いっぱいの存在です。OBOG となってワ

イズと関わってくれることを期待します。YMCA を知る若者と接し、将来クラブへ導きたい気持ちは、ど

このクラブにもあると思います。会員減少が顕著な今、となりの芝生は青々と輝いて見えます。例会に

招き、食事を提供し、接点を深めようとします。これだけのことをしているのだから、そろそろワイズへ入

らないだろうか・・・あるクラブの例会に出席した際、凍りつくような発言を耳にしました。「何度も招待し

てメシを食わせているのだから、そろそろクラブへ入ってもらおう」・・・子供たちは大人を見ています。 

 私が「メシ食わせ論」と名付けるきっかけになった場面でした。皆さんの中に心当たりはありません

か？ 例会に招待しておきながら、片付けはリーダーがしてワイズは帰路につく場面をよく見ます。何

のためにリーダーを招いているのでしょうか。ワイズメンズクラブは彼らにとって魅力的なものとして映

るのでしょうか。 

 一緒に活動をすることが大切だと私は思います。まずはリーダーの活動を知り、理解してあげてくだ

さい。お互いに名前を覚える関係を作ってください。子供たちは自分たちを支えてくれるワイズに関心

があります。 

 卒Ｙするリーダーと YMCA、ワイズがともに活動する日を夢見ます。ある人と目指す夢の実現。

YMCA が大好き！と叫ぶあの場面が私を動かしています。 
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                       ＊詳細については各クラブにお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島クラブ 

３０周年 
２０２０年１月１８日（土） ジェイドガーデンパレス 

京都エイブルクラブ 

３０周年 
２０２０年２月１５日（土） 京都ホテルオークラ 

神戸クラブ 

９０周年 
２０２０年２月２２日（土） ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 

熊本クラブ 

７０周年 
２０２０年３月１５日（土） キャッスルホテル 

京都ウエストクラブ 

４０周年 
２０２０年５月５日（火・祝） 国立京都国際会館 

周年例会情報 
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各クラブ、各部などで西日本区内に広く周知したい情報等 

   があれば、書記および理事事務局長までお知らせください。 

書記     河口 裕亮 ｅ-mail: hiroaki@hikonnect.co.jp 

理事事務局長 林 宏一  ｅ-mail: confiture.de.roses@ray.ocn.ne.jp 

理事事務局から 

区大会情報 


